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【特
別
企
画
】
２
０
２
２
年
を
生
き
る
ヒ
ン
ト

日
本
の

新
り
１
ダ
ー
が

直
面
す
る
課
題
。

山
内
昌
之

や
ま
う
ち
。ま
さ
ゆ
き

（武
蔵
野
大
学
特
任
教
授
、東
京
大
学
名
誉
教
授
）

一
九
四
七
年
札
幌
市
生
ま
れ
。
専
攻
は
国
際
関
係
史
。
北
海
道
大

学
大
学
院
博
士
課
程
退
学
。
東
京
大
学
学
術
博
士
。
カ
イ
ロ
大
学

文
学
部
客
員
助
教
授
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
、
東
京
大

学
大
学
院
教
授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〓
一年
に
東
大
退
官
。
日
中

歴
史
共
同
研
究
日
本
側
前
近
代
史
部
会
責
任
者
、
教
育
再
生
実
行

会
議
委
員
、
ア
ジ
ア
文
化
交
流
懇
談
会
座
長
な
ど
を
歴
任
。
国
家

安
全
保
障
局
顧
問
会
議
座
長
、
横
綱
審
議
委
員
。
著
書
に

『
ス
ル

タ
ン
ガ
リ
エ
フ
の
夢
』
（サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
）、
『瀕
死
の
リ
ヴ
ア
イ
ア

サ
ン
』
（毎
日
出
版
文
化
賞
）、
『
・ス
ア
イ
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
全
ロ

野
作
造
賞
）、
『岩
波
イ
る
フ
ー
ム
辞
典
』
（毎
日
出
版
文
化
賞
）。

司
馬
遼
太
郎
賞
、
紫
綬
褒
章
な
ど
も
受
け
る
。
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「提
案
型
野
党
」
の
出
現
に
よ
る

国
会
運
営
の
構
造
変
化

二
〇
二

一
年
十
月
三
十

一
日
の
衆
議
院
総
選
挙
で
、
自
民

党

・
公
明
党
は
合
計
二
九
二
議
席
を
獲
得
し
た

（自
民
二
六

一
、
公
明
三
一
じ
。
立
憲
民
主
党
は

「政
権
交
代
実
現
の
際
に

は
、
日
本
共
産
党
に
閣
外
協

斌
が
求
め
る
」
と
表
明
し
て
選

挙
戦
に
臨
ん
だ
が
、
有
権
者
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
議
席
を
減
ら

し
た
。
野
党
共
闘
で
は
、
共
産
党
支
持
者
が
立
民
党
候
補
に
投

媛れ歳駒敵Ｆ蛸熙へ党強僻緒陣斜講樹撤椒ヽノヾ勝抄購０呵

投
票
数
増
大
を
狙
っ
た
戦
術
の
限
界
で
あ
ろ
う
。

立
民
や
共
産
と
い
っ
た

「対
決
型
野
党
」
が
選
挙
で
敗
北
し

た

一
方
、
大
阪
府

・
市
の
行
政
で
改
革
や
コ
ロ
ナ
対
策
に
実
績

を
あ
げ
た
日
本
維
新
の
会
は
躍
進
し

（公
一盃
削
の
一
一
議
席
か

ら
四
一
議
席
へ
三
〇
議
席
増
）、
国
民
民
主
党
も
予
想
沸
維
鍵
闘

し
た

（三
議
席
増
の
一
一
議
席
）。
両
党
は
い
わ
ば

「提
案
型
野

党
」
と
い
う
第
二
極
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
手
に
し
た
。

与
党
の
塙
公
が
二
九
三
議
席
の
安
定
多
数
を
占
め
る
の
に
対

し
、
「
対
決
型
野
党
」
は

一
〇
六
議
席
に
留
ま
り

０
上
民
九

六
、
共
産

一
〇
）、
「提
案
型
野
党
」
は
五
二
議
席
だ

（維
新
四

転

謡

サ
籐

娩

醸
麹
評

砕

鶉

粋

欝
疑

変
化
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
十

一
月
十
八
日
の
執
筆
時
現

在
、
立
民
で
は
四
人
の
党
首
候
補
者
が
出
そ
ろ
っ
た
が
、
泣
駅

の
政
治
的
ス
ピ
ー
ド
感
と
時
代
を
と
ら
え
る
ア
ピ
ー
ル
カ
は
鈍

い
の
で
は
な
い
か
。

「対
決
型
野
党
」
と
い
え
ば
、
野
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
反
論
も
許

さ
れ
な
い
立
場
の
官
僚
を
つ
る
し
あ
げ
る
光
景
が
目
に
焼
き
付

い
て
誰
れ
な
い
。
対
決
型
野
党
は
緩
や
か
な
再
編
を
遂
げ
て
、

中
長
期
的
に
は
政
権
担
当
能
力
の
あ
る

「提
案
型
」
が
野
党
の

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

（多
数
派
）
を
占
め
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
、
維
新
や
国
民
党
は
憲
法
改
正
や
安
全
保
障
、
あ
る
い
は

記事のポイン ト

０
衆
院
選
の
結
果
を
受
け
、中
長
期
的
に
は
政
権
担
当
能
力
の

あ
る
「提
案
型
」が
野
党
の
多
数
派
を
占
め
て
い
く
だ
ろ
う
。

●
上
下
極
端
に
分
裂
し
た
中
間
層
を
〈
二

度
「新
中
間
市
民
屋

と
し
て
復
活
さ
せ
る
経
済
政
策
が
急
務
だ
。

●
台
湾
海
峡
で
中
合
間
の
武
力
衝
突
が
起
き
、
ア
メ
リ
カ
が
介

入
す
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も
、非
現
実
的
と
は
い
え
な
い
。



賃
金
増

。
人
口
増
対
策
に
つ
い
て
与
党
と
の
対
話
に
よ
る
政
策

実
現
に
踏
み
出
す
だ
ろ
う
。

『
エ
セ
ー
』
を
書
い
た
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

（近
世
フ
ラ
ン
ス
の
思

想
家
）
は

「真
実
の
道
は
単
純
な

一
本
道
だ
」
と
認
め
る
。
し

か
し
政
治
の
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
意
見
が
交
錯
し
、

利
害
が
複
雑
に
か
ら
み
合
う
政
界
は
単
純
な

一
本
道
で
は
な

い
。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら

「引
き
受
け
た
仕

事
で
の
利
益
の
道
は
二
重
で
、
で
こ
ぼ
こ
だ
し
、
思
い
が
け
ぬ

こ
と
が
待
ち
受
け
て
い
る
」
も
の
だ
。

自
公
政
権
打
倒
の
一
点
張
り
で
一
本
道
の
議
論
を
す
る
だ
け

で
は
、
日
米
安
保

・
消
費
税
問
題
な
ど
二
重

・
二
重
に
で
こ
ぼ

や

っ
か
い

こ
の
厄
介
な
道
で
連
立
や
政
策
協
定
を
選
挙
で
示
さ
ず
に
は
進

め
な
い
は
ず
だ
。
か
た
や
維
新
や
国
民
党
は
与
党
批
判
の
か
た

わ
ら
、
妥
協
で
き
％
数
通
項
や
選
択
肢
を
な
ん
と
か
見
つ
け
よ

う
と
努
力
し
た
。
日
舌

・
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
対
決
で
な

く
、
損
得

・
実
践
の
対
話
の
姿
勢
が
、
有
権
者
の
理
解
を
得
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

連
立
与
党
が
今
回
も
支
持
さ
れ
た
の
は
、
意
見
の
異
な
る
他

者
と
の
対
話
と
い
う
民
主
主
義
の
第

一
歩
が
ま
ず
恒
常
的
に
連

立
の
形
で
成
功
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
。
保
守
政

党
の
自
民
党
は
、
日
本
の
政
党
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
国
家
の
か

た
ち

・
家
族
の
姿
を
重
視
す
る
。
た
だ
、
キ
ケ
ロ

（
ロ
ー
マ
の

思
想
家
）
は

「祖
国
が
す
べ
て
に
優
先
す
る
と
思
う
な
」
と
述

い

つ
く

べ
、
「
両
親
を
慈
し
む
市
民
、
家
族
を
大
切
に
す
る
市
民
こ

そ
、
国
家
に
と
っ
て
大
事
な
の
だ
」
と
い
う
感
覚
を
重
視
し

た
。
連
立
を
組
む
公
明
党
は
大
衆
政
党
の
立
場
を
と
り
、
キ
ケ

ロ
と
近
似
す
る
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
自
公
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
意
見
の
異
な
る
他
者
と
の
対
話
成
功
の
縮
図
で
あ
り
、
安

心
感
を
有
権
者
に
与
え
て
き
た
。

江
戸
幕
府
後
期
に
寛
輯
職
乳
を
務
め
た
掟
繊
綜
酪
ん（板
舒
朧

離
）
と
い
う
歓
名
は
、
『屈
曳
配
容
』
と
い
う
本
で
「簿
に
治

ま
れ
ば
大
に
乱
れ
、
少
な
く
治
ま
れ
ば
少
な
く
乱
る
」
と
言
っ

た
。
思
い
き
っ
て
大
き
く
政
治
の
指
揮
を
執
れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん

混
乱
の
振
り
幅
も
大
き
い
。
小
さ
く
政
治
を
や
れ
ば
、
混
乱
は

小
さ
く
抑
え
ら
れ
る
。
人
を
股
佃
♂
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
厳
し
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す
る
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
鷹
揚
に
構
え
る
ほ
う
が
、

人
々
が
委
縮
せ
ず
丸
く
治
ま
る
の
だ
。
先
の
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の

言
葉
に
も
通
じ
る
。

三
〇
二
一
年
九
月
の
自
民
党
総
裁
選
挙
に
出
馬
し
た
と
き
か

ら
、
岸
田
首
相
は

「私
に
は
聞
ぐ
力
が
あ
る
」
と
繰
り
返
し
強

調
し
て
き
た
。
自
分
と
は
国
家
観
や
家
族
観
が
違
う
と
し
て

も
、
ま
ず
は
相
手
の
意
見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
の
姿
勢

を
決
断
力
に
結
び
付
け
る
な
ら
、
岸
田
首
相
は
今
日
の
政
権
支

持
層
を
さ
ら
に
分
厚
く
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
で
は
な
い
か
。

絵

平

定

信

や

大

平

正

芳

の

愛
読
書

『三
事
忠
告
』
に
学
ぶ

は
牌
卿

コ 政
口 権
が
朔
獅

ノレ 先
章
幽
脚
Ⅷ
酌
膵
理
郷
理
剤

、・
軸
脚
剌
難

造
に
よ
る
経
済
対
策
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
巻
き
こ
ま
れ
た
人
々

は
、
深
刻
な
収
入
減
と
雇
用
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
ず
は

個
人
所
得
と
企
業
収
益
を
増
大
し
、
所
得
格
差
と
極
端
な
貧
困

を
是
正
す
る
。

中
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
二
点
あ
る
。
第

一
に
、
岸

田
首
相
が
掲
げ
る

「新
し
い
資
本
主
義
」
の
構
築
に
つ
な
が
る

が
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
克
服
し
て
経
済
成
長
を
再
開
す
る
と

同
時
に
、
分
配
方
法
を
新
し
く
見
直
す
こ
と
だ
。
こ
れ
が

「成

長
と
分
配
の
好
循
環
」
の
構
築
に
つ
な
が
る
。

第
二
に
大
平
正
芳
首
相
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

「デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
構
想
」
は
、
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
に
象
徴
さ
れ

る
地
方
都
市
の
不
振
を
活
性
化
す
る
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

中
国

・
元
の
時
代
に
、
魔
料
膨
と
い
う
官
僚

。
儒
学
者
が
書

い
た

『三
事
忠
告
』
と
い
う
本
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
松
平
定

赫
い

「
熟

繭
摯
♂
舘
岬
測
紳
騨
脚
勲
牌
縛
軽
【
出
詢
ゃ
耗
購
静
膨

と
Ｅ

（法
律
と
司
法
へ
の
提
言
）、
「牧
民
忠
と
屋

（地
方
行
政
へ
の

提
一一己

の
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

内
閣
に
助
言
す
る

「廟
堂
忠
告
」
の

に
内
熔
電
、
現
代
の
政
治

に
も
そ
の
ま
ま
通
じ
る
。
た
と
え
ば

「任
怨
」
（人
の
恨
み
や

批
判
は
全
部
自
分
が
引
き
受
け
る
）
と
い
う
構
え
だ
。
首
相
の

よ
う
な
要
職
に
就
く
権
力
者
は
、
必
ず
誰
か
か
ら
恨
ま
れ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
ビ
ク
ビ
ク
し
て
は
い
け
な
い
。
党
内
反
対

派

・
野
党
か
ら
非
難
や
謗
り
を
浴
び
せ
ら
れ
る
の
は
、
責
任
あ

る
地
位
に
就
き
、
ト
ッ
プ
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
の
宿
命
だ
。
人
の

恨
み
も
寛
大
に
受
け
入
れ
て
仕
事
を
す
る
な
ら
、
い
つ
か
そ
の

「
人

纂

報

嘘

雲

売

爾

評

奮

う
）
の
教
え
も
あ
る
。
志
を
と
も
に
す
る
同
志
と

一
緒
に
、
自

分
に
ぶ
つ
け
ら
れ
た
謗
り
を
分
か
ち
合
え
ば
い
い
。
口
一事
忠

告
』
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
岸
田
首
相
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
日
本

の
舵
取
り
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
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格
差
と
分
断
の
克
服
と

「新
中
間
市
民
層
」
育
成

日
本
の
戦
後
復
興
の
中
で
一
番
輝
い
た
の
は
、　
一
九
六
〇
年

代
の
高
度
成
長
時
代
で
あ
ろ
う
。
経
済
学
者
の
故

・
村
上
泰
亮

氏
の
言
葉
を
拝
借
す
る
と
、
高
度
成
長
は

「新
中
間
大
衆
」
と

呼
べ
る
日
本
独
特
の
分
厚
い
社
会
層
を
生
み
出
し
た
。
戦
前
戦

後
の
貧
困
に
苦
し
ん
だ
人
々
が
、
経
済
成
長
で
豊
か
に
な
り
中

流
意
識
を
持
つ
社
会
層
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し

て
九
〇
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
、
日
本
社
会
で
一
億
総

中
流
化
の
幻
想
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
二
十

一
世
紀
初
頭
の
三
〇
年
間
、
日
本
は

長
い
不
振
の
時
代
に
あ
え
ぐ
。
か
つ
て
中
流
意
識
を
持
て
た

「新
中
間
大
衆
」
は
、
こ
の
時
代
に
上
下
に
分
裂
し
た
。
中
流

か
ら
下
層
に
弾
き
出
さ
れ
た
若
者
は
、
「
フ
リ
ー
タ
ー
と
し
て

自
由
に
生
き
る
。
誰
に
も
縛
ら
れ
な
い
人
生
を
送
る
の
だ
」
と

夢
と
希
望
を
語
る
こ
と
も
で
き
た
。
し
か
し
今
や
非
正
規
雇
用

の
労
働
者
は

「不
確
定
性
の
不
安
」
と
で
も
言
う
べ
き
状
態
に

陥

っ
て
い
る
。
仕
事
に
就
か
な
い
ニ
ー
ト

（若
年
無
業
者
）
と

呼
ば
れ
る
若
者
も
増
え
た
。
「新
中
間
大
衆
」
の
分
解
と
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
貧
困
は
、
人
口
減
少
問
題
と
並
び
、
二
十

一

わ
け
コ
ロ
ナ
で
ま
す
ま
す
職
業
的
重
要
性
と
献
身
性
が
見
直
さ

れ
た
看
護
師

・
准
看
護
師

・
介
護
士
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

や
障
害
福
祉
職
員
な
ど
の
賃
金
増
と
待
遇
改
善
は
、
ま
す
ま
す

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
賃
金
増
と
待
遇
改
善
に
よ
っ
て
、
社

会
的
な
地
位
と
評
価
を
見
直
す
。
こ
れ
ら
の
職
業
も
、
強
力
な

「
新
中
間
市
民
層
」
の
一
翼
を
担

っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
ま

た
、
経
済
安
全
保
障

へ
の
協
力
姿
勢
を
示
す
企
業
に
は
、
岸
田

内
閣
が
考
え
て
い
る
税
制
優
遇
措
置
を
検
討
し
て
も
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
ど
の
政
党
が
与
党
で
も
、
日
本
は
あ

ま
り
に
も
無
造
作
に
赤
字
国
債
を
乱
発
し
す
ぎ
た
。
賃
金
が
横

ば
い
状
態
に
な
り
な
が
ら
も
、
ど
う
に
か
日
本
人
は
生
活
を
右

世
紀
日
本
が
抱
え
る
最
大
の
社
会
的
不
安
材
料
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
日
本
社
会
の
人
々
は
、
九
〇
爾

以
上
が

「自
分
は
中
流
だ
」
と
い
う
意
識
を
ょ
っ
て
い
た
ｏ
し

か
も
六
〇
ｒ
以
上
は

「自
分
は
中
流
の
中
く
ら
い
で
、
そ
こ
そ

こ
良
い
暮
ら
し
を
し
て
い
る
」
と
自
信
を
披
歴
し
て
い
た
。
当

時
の
人
々
は
、
心
の
中
に
ず
い
ぶ
ん
と
余
裕
を
も
っ
て
い
た
。

今
や
日
本
の

「新
中
間
大
衆
」
は
分
解
し
、
富
裕
市
民
と
貧

困
市
民
の
差
が
急
速
に
広
が
っ
た
。
日
本
国
民
の
多
く
は
ア
メ

リ
カ
の
よ
う
に
、
ご
く

一
部
の
富
め
る
者
が
貧
困
層
の
犠
牲
を

か

い
ぎ

　
て
き

意
に
介
さ
な
い
弱
肉
強
食
社
会
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
こ
の
感
覚

は
、
鎌
倉
時
代
以
降
日
本
人
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
い
る
。

岸
田
首
相
が
掲
げ
る

「成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
は
、
新
し

い
中
間
市
民
層
が
分
厚
く
形
成
で
き
る
か
ど
う
か
と
も
関
連
す

る
。
中
負
担
中
給
付
に
よ
っ
て
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
上

下
極
端
に
分
裂
し
た
中
間
層
を
今

一
度
再
結
集
さ
せ
る
。
格
差

と
貧
困
の
拡
大
を
食
い
止
め
、
分
断
さ
れ
て
下
層
で
苦
し
む

人
々
を
全
体
と
し
て
上
へ
押
し
上
げ
る
。
こ
れ
ら
を

「新
中
間

市
民
層
」
と
し
て
復
活
さ
せ
る
経
済
政
策
が
急
務
だ
。

な

い
ぶ
　
り

ゅ
う
ほ

企
業
の
内
部
留
保
は
年
々
増
え
続
け
、
今
や
総
額
四
八
四
兆

円
に
達
す
る
泳
ｔ
Ｏ
二
〇
年
度
）。
そ
の
内
部
留
保
が
、
社
員
に

十
分
果
実
を
分
与
し
て
い
る
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
。
と
り

肩
上
が
り
に
向
上
さ
せ
て
き
た
。
為
替
レ
ー
ト
の
巧
み
な
修

正

・
変
動
、
赤
字
国
債
の
発
行
な
ど
に
は
限
界
も
あ
る
。

し
お
か
わ
せ

い
じ

ゅ
う
ろ
う

小
泉
純

一
郎
政
権
時
代
の
塩
川
正
十
郎
財
務
大
臣
は
、
か
つ

て

「母
屋
で
は
お
か
ゆ
を
す
す
っ
て
い
る
の
に
、
離
れ
で
は
子

ど
も
が
す
き
焼
き
を
食
べ
て
い
る
」
と
い
う
国
会
答
弁
を
し

た
。　
一
般
会
計

（母
屋
）
は
ジ
リ
貧
な
の
に
、
特
別
会
計

（離

れ
）
に
頼

っ
て
国
民
は
贅
沢
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は

我
々
の
道
徳
観
や
倫
理
観
を
最
終
的
に
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
モ

ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
人
は
鎌
倉
時

代
か
ら

「粗
で
は
あ
る
が
卑
で
は
な
い
」
「武
士
は
食
わ
ね
ど

高
楊
枝
」
と
言
っ
て
、
忍
耐
と
試
練
を
美
徳
に
し
て
き
た
。
た

と
え
金
に
恵
ま
れ
ず
粗
末
な
暮
ら
し
を
送

っ
て
い
て
も
、
決
し

て
卑
し
い
生
き
方
を
せ
ず
拾
土
重
来
を
期
す
。
「新
中
間
市
民

層
」
構
築
の
た
め
に
、
赤
字
国
債
の
乱
発
で
な
く
、
新
産
業
の

育
成

・
新
職
種
の
発
展
こ
そ
問
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
円
建
て
発
行
の
国
債
は
日
本
人
が
積
極
的
に
購
入
す
る
か

ら
、
破
綻
が
起
き
な
い
」
と
信
じ
る
人
も
い
る
。
だ
が
外
国
人

投
資
家
が
、　
一
Ｏ
Ｏ
Ｏ
兆
円
超
と
い
う
巨
額
の
赤
字
国
債
に
日

本
が
い
つ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
疑
間
を
抱
く
の
も
当
然
だ

ろ
う
。
こ
の
関
連
で
、
一
一〇
二
一
年
十

一
月
に
入
っ
て
一
挙
に
進

行
し
た
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
じ
め
食
糧
な
ど
輸
入
価
格
の
上
昇
な

公明党の山口那津男代表 (右 )とタッチを交わす

岸田文雄首相 (2021年 11月 )◎共同

36January 2022君 剪37+日 本の新ツーダーが直面する課題



ど
、
い
わ
ゆ
る
昌
心
い
円
安
」
の
進
行
が
気
に
な
る
。
こ
れ
が
賃

金
上
昇
や
雇
用
の
抑
制
を
招
き
、
景
気
を
後
退
さ
せ
る
か
ら
だ
。

発
足
し
た
ば
か
り
の
岸
田
政
権
の
政
策
を
見
る
と
、
ま
だ
赤

字
国
債
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

・
バ
ラ
ン
ス

（基
礎
的
財
政
収
支
）

の
是
正
と
い
っ
た
大
改
革

へ
の
積
極
的
な
指
針
が
必
ず
し
も
示

さ
れ
て
い
な
い
。
強
い
危
機
感
を
も
ち
、
財
政
破
綻
を
避
け
る

た
め
の
根
本
的
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

台
湾
海
峡
危
機
を

防
ぐ
日
中
友
好

最
後
に
、
岸
田
政
権
が
直
面
す
る
外
交
課
題
と
し
て
、
中
台

問
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

習
近
平
国
家
主
席
は
主
観
的
に
二
つ
の
成
果
を
誇
る
よ
う
だ
。

第

一
に
、
中
国
共
産
党
内
の
腐
敗
を
根
絶
す
る
作
業
を
や
り
抜

い
た
こ
と
。
第
二
に
、香
港
の
一
国
二
制
度
を
骨
抜
き
に
し
、
地

政
学
的
に
大
き
な
不
安
定
要
因
を
抱
え
る
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治

け

い
が

い
か

区
の
自
主
性
を
形
骸
化
し
て
コ

つ
の
中
国
」
を
固
め
た
こ
と
。

国
際
社
会
か
ら

「人
権
弾
圧
だ
」
と
非
難
さ
れ
よ
う
が
、
国
際

世
論
を
意
に
介
さ
な
い
の
が
中
国
共
産
党
の
″強
味
〃
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
十

一
月
に
開
催
さ
れ
た
六
中
全
会

（党
中
央
委

員
会
の
第
六
回
全
体
会
議
）
で
、
新
た
な
歴
史
決
議
が
実
に
四

台
湾
危
機
が
起
き
れ
ば
、
日
本
の
東
シ
ナ
海
や
南
西
諸
島
の

せ
んか
く

海
域
に
ま
で
影
響
が
波
及
し
な
い
は
ず
が
な
い
。
今
で
も
尖
閣

諸
島
周
辺
海
域
だ
け
で
な
く
、
津
軽
海
峡
や
大
隅
海
峡
、
宮
古

海
峡
な
ど
日
本
の
海
域
を
中
国
の
艦
船
が
た
び
た
び
往
来
し
て

い
る
。
台
湾
海
峡
で
軍
事
衝
突
が
起
き
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ

以
外
の
東
ア
ジ
ア
海
域
で
も
領
土

・
領
海

・
領
空

へ
の
脅
威
が

一局
ま
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

日
本
は
、
台
湾
海
峡
で
軍
事
衝
突
が
起
き
る
こ
と
も
、
東
シ

ナ
海
や
南
西
諸
島
の
平
和
と
秩
序
が
乱
れ
る
こ
と
も
、
ま
っ
た

く
許
容
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
十
五
年
戦
争
の
反
省

で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
後

一
貫
し
て
国
際
社
会
の
平
和
と
秩
序

の
た
め
に
尽
力
し
て
き
た
日
本
の
努
力
に
も
か
か
わ
る
。

「尊
俎
折
衝
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
宴
席
の
な
ご
や
か
な
談

笑
の
う
ち
に
話
し
合
い
を
進
め
、
交
渉
を
有
利
に
展
開
さ
せ
る

こ
と
だ
。
転
じ
て
、
外
交
上
の
駆
け
引
き
を
意
味
す
る
。
岸
田

首
相
に
は
所
属
母
体
で
あ
る
宏
池
会
の
伝
統
的
な
中
国
人
脈
が

あ
る
。
相
競
藤

・
新
外
相
は
、
日
中
友
好
議
員
連
盟
の
会
長
で

も
あ

っ
た
が
、
外
相
就
任
と
と
も
に
す
ぐ
に
会
長
を
辞
任
し

た
。
林
氏
は
お
そ
ら
く
尊
俎
折
衝
の
世
界
で
利
益
相
反
に
な
る

可
能
性
を
危
惧
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
総
選

挙
敗
北
後
の
立
民
党
代
表
選
の
ス
ロ
ー

・
ペ
ー
ス
と
比
べ
て
対

○
年
ぶ
り
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
　

３８

は
、
郵
小
平
が
江
沢
民
、
胡
錦
濤
と

一
緒
に
括
ら
れ
て
い
る
こ
　

潮

と
だ
。
ま
た
、
江
沢
民
と
胡
錦
濤
の
名
も
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
　

２０２

と
だ
。
つ
ま
り
習
近
平
が
毛
沢
東
の
よ
う
に
、
独
立
し
た
存
在

　

叫

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
が
ら
、
か
つ
て
の
毛
沢
東
の
よ
う
に
個

　

Ｊａ

人
崇
拝
の
対
象
で
な
く
、
党
の
集
団
指
導
体
制
の
枠
内
で
郵
小

平
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
地
位
に
就
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

習
近
平
が
毛
沢
東
や
郵
小
平
と
並
ぶ
本
当
の
権
力
者
に
な
る

た
め
の
最
大
の
障
害
は
、
カ
リ
ス
マ
性
の
欠
如
で
あ
る
。
こ
れ

を
補
う
に
は
、
さ
ら
な
る
実
績
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
第

一

は
、
か
つ
て
の
ソ
連
が

一
時
期
到
達
し
た
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
超

大
国
の
地
位
獲
得
を
内
外
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
だ
。
第
二
は
、

台
湾
の
本
土
統
合
で
あ
る
。

し
か
し
武
力
に
よ
る
台
湾
の

「解
放
」
は
、
習
近
平
の
み
な

ら
ず
中
国
の
最
大
ジ
ス
ク
要
因
で
も
あ
る
。
こ
の
悪
い
シ
ナ
リ

オ
は
日
本
に
も
波
及
す
る
。
台
湾
海
峡
で
中
台
間
の
武
力
衝
突

が
起
こ
れ
ば
、
偶
発
的
で
な
く
意
図
的
な
衝
突
は
た
だ
ち
に
本

格
的
な
武
力
対
決

へ
高
ま
る
。
台
湾
海
峡
の
局
地
戦
勃
発
に
、

当
然
ア
メ
リ
カ
は
黙
っ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
台
湾
危
機
介

入
は
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
が
、
非
現
実
的
と
は
い
え
な

い
所
に
習
体
制
の
怖
さ
が
あ
る
。

照
的
だ
。　
一
方
、
元
防
衛
大
臣
の
中
谷
元
氏
を
国
際
人
権
問
題

担
当
の
首
相
補
佐
官
に
任
命
し
た
の
は
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
の
自

治

。
人
権
の
蹂
躙
に
怒
る
欧
米
世
論
を
意
識
し
た
人
事
で
あ
ろ

う
。
岸
田
首
相
の
人
事
配
置
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
評
価
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
だ
。

中
国
と
の
付
き
合
い
は
む
ず
か
し
い
。
通
商
や
文
化
交
流
な

ら
日
中
関
係
を
正
面
か
ら
と
ら
え
る
だ
け
で
よ
い
。
し
か
し
外

交
安
全
保
障
と
も
な
る
と
、
も
っ
と
多
角
的
な

…理
解
蔀
努
要
と

な
る
。
例
え
ば
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
ワ
ハ
ン
回
廊
で
国

境
を
接
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
が
あ
る
。
中
国
政
府
は
二

〇
二
一
年
九
月
に
タ
リ
バ
ン
政
権
に
三

一
〇
〇
万
が
の
緊
急
支

援
を
約
束
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
安
定
回
復
を
阻
害
す
る

「
イ
ス
ラ

ム
国
」
な
ど
武
装
闘
争
組
織
が
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
に
浸
透
し
は

じ
め
た
か
ら
だ
。
タ
リ
バ
ン
の
理
性
化
を
求
め
る
日
本
政
府

は
、
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
人
権
や
信
仰
の
尊
重
を
中
国
に
求
め
ね

ば
な
ら
な
い
。

な

ん

そ

う

長
く
外
相
だ
っ
た
岸
田
首
相
な
ら
、
改
め
て
南
宋
の
詩
人

・

り
くゆ
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
たし
た
　　
　　
か
ん

陸
沸
の
表
現
を
か
み
し
め
る
に
違
い
な
い
。
「少
年
亦
慕
う
、
官

ゆう
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ろ
う
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
こう
ろ
　
　
　
な
ん

遊

の
楽
し
み
。
投
老
方
に
知
る
。
行
路
の
難
」
（若
い
時
な
ら

外
を
見
る
楽
し
み
に
あ
こ
が
れ
た
が
、
老
境
に
入
っ
て
初
め
て
旅

路
の
難
し
さ
が
分
か
っ
た
）
と
。
全
一〇
二
一
年
十

一
月
十
八
日
）
団
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